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READ statement

さ
れ
た
か
ら
で
、「
長
時
間
労
働
の
解

消
」
は
見
か
け
上
の
話
で
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
「
働
き
方
改
革
」
だ
け

で
は
な
く
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
で
も
「
残
業
ゼ
ロ
時
間
」
の
実
現

が
重
要
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
本
当

に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ま
で
は
、
長
時
間
労
働
こ
そ
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
美
徳
で
あ
り
、
優

秀
な
人
材
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

は
残
業
を
し
な
い
と
仕
事
が
片
付
け
ら

れ
な
い
ダ
メ
な
人
間
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
ま
す
。
と
は
い
え
、
日
頃
の

仕
事
量
に
対
し
て
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り

て
い
る
状
況
で
あ
っ
て
も
、
急
な
納
期

変
更
や
ミ
ス
の
リ
カ
バ
リ
ー
な
ど
、
残

業
を
し
な
い
と
期
日
に
間
に
合
わ
な
い

ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
、
残
業
を
削
減
す
る
仕
組
み

を
導
入
す
る
こ
と
な
く
「
ノ
ー
残
業
デ

ー
」
を
設
定
し
た
り
「
残
業
ゼ
ロ
時
間
」

と
い
う
ム
リ
な
目
標
を
打
ち
立
て
た
り

し
て
も
、
現
場
に
し
わ
寄
せ
が
来
る
だ

け
で
、
自
宅
に
仕
事
を
持
ち
帰
る
、
休

日
出
社
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
を

強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
業
が
悪

い
こ
と
で
は
な
く
、
仕
事
の
仕
方
や
仕

組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問

題
な
の
で
す
が
、
完
全
無
欠
な
企
業
な

て
回
り
、
介
護
や
育
児
を
し
な
が
ら
働

け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
自
宅
で
深
夜

ま
で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
ん
。

　

在
宅
勤
務
は
「
み
な
し
勤
務
」、
い

わ
ゆ
る
「
裁
量
労
働
制
」
な
の
で
残
業

代
は
支
給
さ
れ
ず
、
労
働
環
境
が
悪
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
「
働

き
方
改
革
」
で
取
り
組
む
べ
き
項
目
は
、

残
業
を
削
減
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
す
る

こ
と
な
の
で
す
。

い
き
な
り
残
業
ゼ
ロ
時
間
を

目
指
す
の
は
無
理
！

　
「
働
き
方
改
革
」
の
関
連
法
案
か
ら
、

「
裁
量
労
働
制
の
対
象
拡
大
」
が
全
面

削
除
さ
れ
た
背
景
は
「
残
業
が
な
く
な

る
＝
働
か
せ
放
題
」
と
い
う
指
摘
が
な

残
業
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

働
き
方
改
革
成
功
の
早
道

　
「
今
ま
で
の
働
き
方
」
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。「
毎
朝
出
社 

→ 

仕
事
（
残

業
含
む
）
→ 

帰
宅
」
す
る
の
が
、
こ
れ

ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
基
本
的

な
働
き
方
で
す
。

　

生
産
性
や
効
率
化
の
向
上
た
め
に

は
、
仕
事
に
見
合
っ
た
働
き
方
が
必
要

な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
方
も
多
い
の

で
す
が
、
前
述
の
働
き
方
は
簡
単
に
変

え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
働
き
方
改
革
」
は
働
き
方
を
変
え

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
し
か
し
、
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
、
在
宅
勤
務
な
ど
柔
軟

性
の
あ
る
働
き
方
を
取
り
入
れ
て
も
、

同
じ
働
き
方
の
ま
ま
で
は
残
業
が
つ
い
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「
働
き
方
改
革
」
成
功
の
秘
訣
！ 

残
業
ゼ
ロ
時
間
で
は
な
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　長時間労働の解消は、介護支援や子育て支援など、柔軟

性のある働き方につながります。これは「働き方改革」の

最重要事項の一つです。長時間労働の解消において「ノー

残業デー」や「残業ゼロ時間」という目標を、いきなり立

てても思うような効果は望めません。成功の秘訣は「残業

のコントロール」にあります。

　

2018.04.
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ど
存
在
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
、

そ
の
改
善
に
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

残
業
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

従
業
員
と
企
業
の
課
題

　

そ
こ
で
、
残
業
に
お
け
る
課
題
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

残
業
の
課
題
は
大
き
く
２
種
類
、

・
従
業
員
の
「
課
題
」

・
企
業
の
「
課
題
」

に
な
り
、
筆
者
の
扱
っ
た
事
例
で
残
業

理
由
と
し
て
、
多
か
っ
た
も
の
を
上
記

に
紹
介
し
ま
す
（
上
記
の
①
〜
⑧
）。

残
業
ゼ
ロ
時
間
よ
り

残
業
と
上
手
く
付
き
合
う

　

も
し
、
残
業
を
ゼ
ロ
時
間
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
企

業
と
し
て
、
今
ま
で
必
要
の
な
い
残
業

を
容
認
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

残
業
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
難
し
い

課
題
で
あ
り
、
現
代
社
会
の
働
き
方
で

は
非
現
実
的
で
す
。
い
き
な
り
完
全
に

残
業
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は

残
業
と
う
ま
く
付
き
う
こ
と
を
考
え
る

方
が
経
営
者
と
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス
が

減
り
、
取
り
組
み
や
す
い
の
で
し
ょ
う
。

従業員の「課題」
　個人責任の課題とはいえ、働きやすい環境
を提供する企業の介入も必要です。

①残業代がほしい
　やる必要がない仕事でも残業する

②趣味がない
　家に帰ってもやることがなく帰りたくない
ので残業をする
　この２つは、残業代を生活費に組み込んで
いるケースが多く、本当は生活を見直すべき
であり企業としては踏み込み辛い課題です。

③単なる付き合い
　時間がある（暇である）ので、同僚に付き
合って残業をする
　これは、中身のある、残業であればいいの
ですが、①のような残業になってしまうと本
来の残業ではなくなってしまいます。

④趣味が仕事
　残業という感覚はない
　これは、仕事以外にできるものを見つける、
もしくは企業として支援できるものがあれば
解決できる可能性もあります。

企業の「課題」
　企業が残業の削減に対して取り組む必要が
ある課題です。

⑤ムダな業務手順
　仕事の効率が悪く定時までに終えられない
ので残業になる

⑥危機感不足
　チームの仕事が遅れており手伝いのため残
業になる
　この２つは、個人の能力だけの問題と考え
られがちですが、従業員の能力を伸ばすのは
企業の役目です。従業員の教育ができていな
いだけではなく、正当な評価がされていない
ことから従業員のモチベーションが低下して
いることが原因というケースもあります。

⑦仕事量が多すぎ
　従業員数に対して、仕事量が多すぎて残業
になる

⑧失敗した施策
　ノー残業デー以外の日に残業が多くなった
　この２つは、残業の課題を企業自身が作り
出しているケースです。企業として取り組み
をする必要があります。

残業のコントロール  従業員と企業の「課題」
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そ
の
た
め
に
は
、
単
に
残
業
を
す
る

の
で
は
な
く
、
残
業
に
振
り
回
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
無

理
と
無
駄
を
省
き
ま
す
。

成
功
事
例
か
ら
学
ぶ

残
業
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
術

・
ウ
チ
に
は
そ
ん
な
財
源
は
な
い
か
ら

無
理

・
人
材
に
余
裕
が
な
い
か
ら
チ
ー
ム
を

編
成
す
る
こ
と
は
難
し
い

・
事
例
企
業
と
は
、
規
模
が
違
い
す
ぎ

る
の
で
参
考
に
な
ら
な
い

　
な
ど
が
本
音
で
あ
り
、
実
際
に
こ
の

よ
う
に
感
じ
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
成
功
事
例
を
紹
介
し
て
も
「
参

考
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。

　

成
功
事
例
の
多
く
は
、
先
駆
者
が
自

社
に
合
っ
た
独
自
の
理
論
や
方
法
で
実

践
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
社
の
事
例
を

参
考
に
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
例
を
紐
解

い
て
、
自
社
の
現
状
と
擦
り
合
わ
せ
て

独
自
の
方
法
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
が
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
そ

の
前
に
挫
折
し
て
し
ま
い
ま
す
。
紹
介

事
例
を
、
そ
の
ま
ま
自
社
に
当
て
は
め

る
の
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ア
と
し
て
お

読
み
い
た
だ
き
、
自
社
の
事
情
や
状
況

に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

残
業
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
6
つ
の

成
功
事
例
と
、
前
述
の
「
課
題
」
①
〜

⑧
の
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。

▶事例 1
　「ライフステージと残業の関連性を利用する」
　仕事には繁忙期と閑散期があり、また、従業員の年代別
のライフイベントもあります。
・仕事を早く覚えて、一人前になりたい時期
・子どもが生まれて毎日早く帰りたい時期
・子どもと一緒にいる時間を大切にしたい時期
・子どもが独立し、仕事が自由にできる時期
　残業を、個人で背負うのではなくグループやチームで共有し
分散します。トータルの残業を削減することはできませんが、
個人の負担を削減する場合に有効なコントロール方法であり、
ライフステージや生活スタイルに合った働き方を導入すること
ができます。注意点は、残業が特定の人に偏らないようにする
ことです。

▼
①・② に効果あり

▶事例 2
　「残業を申請制として行なう」
　残業は、従業員が勝手に判断して行うものではありません。
しかし多く場合、従業員の判断で行われています。残業をす
るには上司（企業）からの指示、または、従業員の申請に対
して上司（企業）の承認が必要です。
・上司からの指示、また、従業員の残業を了解した場合
・従業員が残業を申請し、上司が承認した場合
　残業の際は、これを徹底することです。

▼
①・②・③・④ に効果あり

2018.04.
April

家族との
ライフイベントは
大切にしたい
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裁
量
労
働
制
の
対
象
拡
大
も

意
味
が
あ
る

　

裁
量
労
働
制
と
は
、
実
労
働
時
間
で

は
な
く
一
定
の
時
間
働
い
た
と
み
な
す

働
き
方
制
度
で
、
出
退
時
間
の
制
限
が

な
く
同
時
に
残
業
も
存
在
し
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
残
業
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
無
制
限
に
仕
事
を
す
る

わ
け
で
な
く
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事

が
で
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
裁
量
労
働
制

で
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
働
き
方
を

自
ら
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
働
き
改
革
」
の
コ
ア
部

分
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
な
れ
ば
「
残
業
ゼ
ロ
時
間
」
も

夢
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
は

い
え
、
残
業
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
ら
で

き
て
い
な
い
状
態
で
は
、
裁
量
労
働
制

に
対
す
る
さ
ら
な
る
課
題
を
増
や
す
だ

け
で
、
企
業
、
経
営
者
、
従
業
員
に
と

っ
て
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
例
の
よ
う
に
残
業
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
れ
ば
「
働
き
方
改
革
」
が
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
業
界
や
職
種
、
社

風
に
合
っ
た
方
法
で
実
践
す
る
こ
と
で

「
働
き
方
改
革
」
を
成
功
に
導
い
て
く

だ
さ
い
。

▼
①・②・③・⑤・⑥ に効果あり

▼
②・③・④ に効果あり

▼
⑤・⑥・⑦・⑧ に効果あり

▼
⑤・⑥・⑦・⑧ に効果あり

▶事例 3
　「一定の残業代を給与に組み込む」
　トヨタ自動車が導入しています。従業員のモ
チベーションを向上させ「どうしたら残業をし
なくてもいいのか？」を考えるようになります。
残業代の給与への組み込みは、
・現状の残業代はいくら程度か？
・今後どのくらい残業を削減できるか？
　などから試算し、それ以上の残業は申告制と
し、承認されない残業はできないルールを明確
にして残業をコントロールします。

▶事例 4
　「ペナルティ制度・表彰制度の導入」
　残業削減を達成した部署やチームを表彰、そ
の逆はペナルティを与えます。これにより残業
削減の取り組みを喚起します。期間を設けて実
施することが大切で、目的が残業削減ではなく、
表彰にすり替わってしまうことがあり、実際に
表彰制度を導入した企業の中にも、その傾向が
見え始めた時点で制度を終了、他の方法に切り
替えたケースがあります。インパクトがあるの
で初期導入に向いています。

▶事例 5
　「ボランティア・クラブ活動の推奨」
　仕事だけではなく、ボランティア・クラブ活
動を従業員と共に行うことで、社会人としての
成長機会、多様なことへの興味を提供します。
ボランティア活動は社会貢献を体感でき、仕事
以外の世界を見聞することでコミュニケーショ
ン能力も向上します。「今までになかった考え方
ができるようになった」という意見も、よく聞
きます。クラブ活動は協調性を養う効果があり、
チームワーク向上につながります。

▶事例 6
　「効率的な仕事の仕方を身に付ける」
　仕事の仕方を見直すことで、生産性と効率性
を向上させて、残業をコントロールすることを
学びます。本来は新入社員に実施するトレーニ
ングですが、それぞれの従業員の立場でスキル
とモチベーションのアップを目指します。残業
をコントルールの王道ですが、習得するまでの
時間とコストが難点です。この方法だけではな
く、他の方法と兼用して進めることが好ましい
でしょう。


